
下松市上下水道事業審議会

【第１回】下松市水道事業経営戦略の改定について

令和８年４月２８日（火）
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下松市上下水道局
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令和７年度第2回審議会のおさらい（令和８年２月５日）

【将来の見通し】

・将来の見通し

・アセットマネジメント

・経営戦略

主な施策

目標設定

財政収支の試算

さらなる給水人口及び給水収益の
減少が見込まれます。
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令和７年度第2回審議会のおさらい（令和８年２月５日）

【将来の見通し】

・将来の見通し

・アセットマネジメント

・経営戦略

主な施策

目標設定

財政収支の試算

経年化率の上昇が見込まれます。
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令和７年度第2回審議会のおさらい（令和８年２月５日）

【将来の見通し】

・将来の見通し

・アセットマネジメント

・経営戦略

主な施策

目標設定

財政収支の試算

「下松市水道事業アセットマネジメント」
を策定しました。
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令和７年度第2回審議会のおさらい（令和８年２月５日）

【将来の見通し】

・将来の見通し

・アセットマネジメント

・経営戦略

主な施策

目標設定

財政収支の試算

水道アセットマネジメントとは
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令和７年度第2回審議会のおさらい（令和８年２月５日）

【将来の見通し】

・将来の見通し

・アセットマネジメント

・経営戦略

主な施策

目標設定

財政収支の試算

アセットマネジメントの結果、４０年
間で約１１７億円の更新費が縮減でき
る。
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令和７年度第2回審議会のおさらい（令和８年２月５日）

【将来の見通し】

・将来の見通し

・アセットマネジメント

・経営戦略

主な施策

目標設定

財政収支の試算

ただし、今後１０年間では約１２億円
の更新費が必要（直近１０年間の年平
均の約２倍）
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令和７年度第2回審議会のおさらい（令和８年２月５日）

【将来の見通し】

・将来の見通し

・アセットマネジメント

・経営戦略

主な施策

目標設定

財政収支の試算

「下松市水道事業経営戦略」
令和8年3月の見直しに向けて調整中。
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令和７年度第2回審議会のおさらい（令和８年２月５日）

【将来の見通し】

・将来の見通し

・アセットマネジメント

・経営戦略

主な施策

目標設定

財政収支の試算
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令和７年度第2回審議会のおさらい（令和８年２月５日）

【将来の見通し】

・将来の見通し

・アセットマネジメント

・経営戦略

主な施策

目標設定

財政収支の試算

水道料金の見直しを検討します。
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令和７年度第2回審議会のおさらい（令和８年２月５日）

【将来の見通し】

・将来の見通し

・アセットマネジメント

・経営戦略

主な施策

目標設定

財政収支の試算

目標を設定します。
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令和７年度第2回審議会のおさらい（令和８年２月５日）

【将来の見通し】

・将来の見通し

・アセットマネジメント

・経営戦略

主な施策

目標設定

財政収支の試算

財政収支のシミュレーションを行
いました。



財政収支のシミュレーション結果について

財政収支シミュレーション

結果公表
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日本水道協会キャラクター「Dr．すいどー」
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現行の水道料金体系を維持した場合の試算
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収益的収入は給水人口減少に伴い減少傾向で推移します。

一方で、収益的支出は上昇傾向で推移し、令和9年度に赤字が発生した後

年々赤字が拡大する見通しです。

各比率及び純利益の予測

0

赤字

目標値と比較して

経常収支比率↓
料金回収率↓

R17までに累積赤字が約１４億
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老朽化した水道施設の更新に今後多額の事業費が見込まれます。

計画通り建設改良事業を実施すれば、現行料金では資金残高が減少し続け令和12

年度には資金不足に陥る見込みです。

資本的収支及び資金残高の予測

目標値と比較して

資金残高↓R17までに
約１６億円の資金不足 資金不足
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水道料金収入が減少する一方で、更新費用に係る財源確保のため企業債借入の増

加が見込まれます。企業債残高の増加に伴って企業債残高対給水収益比率が高く

なり、将来世代に多くの負担を残すことになります。

企業債残高及び企業債残高対給水収益比率の予測

目標値と比較して

企業債残高対給
水収益比率↑

R17には給水収益の約６倍の企業債残高



現行料金を維持した場合の試算（まとめ）

現行料金を維持した場合、財政収支の試算から計画期間中に

資金不足に陥り事業継続が困難となる見通しとなりました。

18

目標に掲げた数値にも達しない状況
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現行料金を維持した場合の試算（まとめ）
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出典：水道ＰＲパッケージ

安定的な事業運営には、一定程度の補てん財源

（資金）を確保しておく必要があるため料金改定

の検討が必要です。
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水道料金を見直した場合の試算



試算条件（仮）

経営戦略に掲げる経営目標を

実現するために、下記のケー

スで料金改定を見込みました。
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改定時期：令和9年度

料金改定：県内で２番目に安い

水道料金と同水準
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各比率及び純利益の予測

一時的に利益が出るが、減少傾向

収入は一時的に増加するものの、その後は給水人口減少に伴い減少傾向で推移し

ます。支出は老朽化対策事業による減価償却費の増加・物価高騰等により増加傾

向で推移し、利益も減少傾向が続く見込みです。
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水道料金の見直しにより、計画通り建設改良事業を実施した場合でも資

金残高は安定する見込みですが、計画の後期は減少傾向になる見込みで

す。

資本的収支及び資金残高の予測

安定した資金残高となるが、減少傾向になる
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水道料金収入（財源）を確保することにより企業債への依存度が低くなり、適正

な企業債残高を維持することができます。世代間公平性の観点から概ね妥当と判

断できます。計画の後期は、給水収益の減少に伴い比率は悪化傾向となる見込み

です。

企業債残高及び企業債残高対給水収益比率の予測

概ね適正な比率だが、悪化傾向になる



水道料金を見直した場合の試算（まとめ）

ただし、収益的（水道料金）収入の増加は一時的なものです。

収入の減少と費用の増加は変わらず継続していくと予測され、

試算では再度料金水準の見直しの検討が必要となります。
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水道料金を見直した場合、安定した事業運営が可能となる見込み
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審議会で審議します

実際の水道料金の見直しにあたっては、
（実施時期、改定額、料金体系）

上下水道事業審議会で頂戴した意見を踏

まえて市議会に上程し審議を経て可決し

た後に改定となります。
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現行水道料金で事業運営すると

下松市水道事業経営戦略改定の結果

第１回審議会のまとめ

さらなる経営成績

の悪化

水道料金の見直しが必要

事業継続が
困難

資金不足
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• 水道料金のあり方について

28

第２回審議会（５月以降開催予定）
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ご清聴ありがとうございました
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